
日本道徳教育学会 第 106 回 (令和 7 年度度秋季)大会開催案内（第１次） 

および自由研究発表等の申し込みについて 

                           日本道徳教育学会 会長     貝塚 茂樹 

                              第 106 回大会運営委員長   柳沼 良太 

   

 日本道徳教育学会会員及び関係各位におかれましては、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

 このたび、第 106 回（令和 7 年度秋季）大会を岐阜大学（柳戸キャンパス）で開催させていただく運び

となりました。多くの会員の皆様のご参加をお待ちしております。 

 

                    大会テーマ 

道徳科の効果的な指導法の探究 

―学習指導要領改訂の動向をふまえて―  

 

【大会テーマ設定の趣旨】 

「特別の教科 道徳」の設立時には指導法として、「読む道徳」から「考え、議論する道徳」への質的転換

が目指されました。現行の学習指導要領においては、「資質・能力の３つの柱」と「教科固有の見方・考え

方」を理論的ベースに、各教科・領域に共通した「主体的・対話的で深い学び」を導入することが目指され

ました。その 2年前に改訂された道徳科においても、「問題解決的な学習」や「道徳的行為に関する体験的

な学習」を取り入れて、多様な指導法を取り入れることが推奨されるに至りました。その後、「令和の日本

型学校教育」の構築を目指して各教科・領域では「個別最適な学び」や「協働的な学び」が重視され、近年

では「探究的な学び」の拡充も図られています。 

次期の学習指導要領においては、「考え、議論する道徳」を熟成すると共に、各教科・領域と共通した新

しい効果的な指導法を道徳科にも導入することが求められています。生成 AIや IoT などの先進テクノロジ

ーが台頭し価値観が多様化・複雑化する Society5.0 の時代に、子どもたちが未来社会を切り拓き、よりよ

く生きる資質・能力を育成するために、道徳科の指導法はどうあるべきかについて関心が高まっています。 

そこで、本大会では、「道徳教育の効果的な指導法の探究―学習指導要領改訂の動向をふまえて―」とテ

ーマを設定し、多様な見地から道徳科の充実した効果的な指導法について吟味すると共に、その在り方を

根本的に協働探究して研究協議を行いたいと思います。 

 

【大会概要】 

1 開 催 日： 2025(令和 7)年 11月 29日（土）～11月 30 日（日） 

2 会   場： 国立大学法人東海国立大学機構 岐阜大学工学部 柳戸キャンパス 

3 主   催： 日本道徳教育学会 

4 共   催： 国立大学法人東海国立大学機構 岐阜大学 

5 後援（予定）：文部科学省、岐阜県教育委員会、全国小学校道徳教育研究会、 

全日本中学校道徳教育研究会、全国公民科・社会科教育研究会 

6  参 加 費： 会員・一般参加：4,000 円／学部学生：2,000 円 

情報交換会費（会員のみ）：参加費：6,000 円 

7  大会事務局： 岐阜大学大学院教育学研究科 柳沼良太研究室内 

〒501-1193 岐阜県岐阜市柳戸 1－1 

Email: yaginuma.ryota.z1@f.gifu-u.ac.jp 

            ※ 問い合わせは原則としてメールにてお願いいたします。 



   8 参 加 申 込： 参加申込方法は 9 月中旬の第 2次案内で詳しくお知らせ致します。 

日本道徳教育学会のウェブサイトから、あるいは次の URLの Peatix 

（ピーティックス）https://moraleducation106.peatix.com/view、 

右の QR コードから参加申込をしてください。  

大会参加の申込は 9 月 20 日（土）から 11月 16 日（日）までです。 

 

【自由研究発表・ラウンドテーブルの申込み】 

   1  締め切り：2025（令和 7）年 8 月 31 日（日） 

2  申込方法：「自由研究発表の申込」は次の Googleフォーム（ https://forms.gle/iYE526euuiK5ygKV8 ）    

に入ってお申し込みください。 

「ラウンドテーブルの申込」は次の Googleフォーム（ https://forms.gle/KpuX7RNZURQQVZDV9 ）  

に入ってお申し込みください。 

   3  発表要旨：2025（令和 7）年 9 月 30 日（火）までに、jsme106gifu@gmail.com 宛に原稿のデータ

（ワード）を送付・送信してください【締切厳守】。なお、発表要旨は大会参加申込みを

必ず済ませた上でお送りください。また、発表要旨集等の印刷作業の関係上、申込後の発

表題目・企画テーマの変更はできませんので、ご留意ください。 

   ①自由研究発表の場合 

       40字×40 行、A４用紙 2枚（2頁）、上下左右の空白は 3 ㎝、文字 10.5ポイント標準で書式

を設定し、1頁目の最初の 5行に「題目」「所属」「氏名」を明記の上、返信してください。 

   ②ラウンドテーブルの場合 

9 月中旬以降に企画者宛に所定の様式(ワード)を送付しますので、以下に返信してください。

jsme106gifu@gmail.com なお、大会終了後、様式に従って記録を提出していただきます。 

 

【大会日程】 

【第１日】 

9：30 ～     1 日目大会参加受付：講堂１階ロビー  

10：00～12：00  「どう生きる科」を活かした道徳科授業：講堂 

小学校と中学校の研究授業（録画）と研究協議 

12：00～13：00  昼食 

13：00～13：20  開会行事：講堂 

13：30～15：00  基調講演：講堂  

島恒生（日本道徳教育学会副会長、畿央大学）「考え議論する道徳科の効果的な指導法」 

15：20～17：30  ラウンドテーブル：工学部 1階 講義室 

18：00～20：00  情報交換会：生協第一食堂 

 

【第２日】  

8：30～       2 日目大会参加受付：工学部 1階ロビー  

9：00～12：00   自由研究発表：工学部 1階 講義室 

12：00～13：00  昼食 

13：00～15：30  シンポジウム：講堂 

「道徳科の効果的な指導法の探究―学習指導要領改訂の動向をふまえて―」 

15：40～16：00  閉会行事：講堂 

 

※ 大会当日の日程では、岐阜駅近郊のホテル等が予約しにくい状況になると予想されます。誠に申し訳ご

ざいませんが、参加される方々は、お早めに宿泊先を確保していただきますようお願い申し上げます。 

 


